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●新年のご挨拶
　組合長理事　東 信男

●資産共済課
　園芸施設共済への加入をご検討ください

●収穫共済課
　帳簿全相殺方式へ加入しましょう！

●収入保険班
　収入保険に加入しましょう！

●家畜課
　家畜共済金支払い状況のお知らせ

●企画総務課
　新人職員紹介

農の力を未来へつなぐ

山口県農業共済組合
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組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
を
胸
に
新
た

な
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
農
業
保
険
事
業
の
運
営
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
少
し
ず
つ
行
動
制
限
の
緩
和
も

進
み
、
経
済
活
動
も
回
復
傾
向
を
実
感
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
き

た
も
の
の
、
今
な
お
予
断
を
許
さ
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
世
界
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
や
食
糧
、
原
油
な
ど
の

一
次
産
品
価
格
に
大
幅
な
価
格
上
昇
を
引
き
起
し
ま
し
た
。
そ

の
影
響
は
、
国
内
の
農
業
分
野
に
お
い
て
も
農
産
物
の
価
格
の

低
迷
、
農
業
生
産
資
材
の
価
格
上
昇
を
招
き
、
農
業
の
経
営
環

境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
当
組
合
は
令
和
４
年
４
月
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
県
下
４
支
所
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
体
制
を
基
盤
に
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
実
現

に
向
け
て
、「
兎
」
年
の
令
和
５
年
は
更
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

た
農
業
保
険
制
度
の
普
及
拡
大
活
動
を
展
開
し
、
安
心
を
お
届

け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
青
色
申
告
者
へ
収
入
保
険
の
加
入
推
進
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
白
色
か
ら
青
色
申
告
へ
切
り
替
え
希
望
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
水
稲
・
麦
・
大
豆
共
済
に
お

け
る
全
相
殺
方
式
の
選
択
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
備
え
た
園

芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
推
進
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
農
業
経
営
の
基
幹
的
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
夢
や
思
い
が
叶
い
、
大
き
く

飛
躍
さ
れ
る
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

組
合
長
理
事
　
東 

　
信 

男

＊撮影協力　秋吉台自然動物公園サファリランド＊撮影協力　秋吉台自然動物公園サファリランド
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資産
共済課

園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を

ご
検
討
く
だ
さ
い

加
入
率
が
７
割
に
な
り
ま
し
た

県
内
で
は
、
計
２
５
７
棟
に
損
害
が
あ
り
２
，０
０
０
万
円
以
上
の
共
済
金
を
支

払
い
ま
し
た
。
ま
た
、
共
済
事
故
の
８
割
以
上
の
２
２
９
棟
が
自
然
災
害（
風
水
害
・

雪
害
）に
よ
る
も
の
で
し
た
。

県
内
に
お
い
て
も
令

和
４
年
４
月
か
ら
９
月
末

ま
で
の
半
年
で
新
た
に

１
０
６
戸
、
３
６
０

棟
の
新
規
ご
加
入
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
、
園
芸
施
設

共
済
に
ご
加
入
頂
く
と

県
か
ら
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
２
月
末
ま

で
の
加
入
申
込
み
で
、
県

か
ら
掛
金
の
半
分
の
補

助
が
あ
り
ま
す
。（
※
補

助
金
額
に
１
，０
０
０

円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
は
、
端
数
を
切
捨

て
た
額
）

全
国
各
地
で
災
害
が

頻
発
す
る
中
、
災
害
対

策
の
一
環
と
し
て
期
限

ま
で
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

令
和
４
年
９
月
の
台
風
に
よ
る
事
故
支
払
実
績

主な共済事故の要因
○令和２年の台風９号、10号
○令和３年の１月の大寒波
　　（降雪量が40～80ｃｍを超える）
○令和４年３月の春一番

�

令
和
２
〜
３
年
度
事
故
支
払
実
績

被害種類別割合

風水害
70％

雪害19%

その他11％

園芸施設共済加入率（全国ベース）

40%

45%

50%

55%

60%

65%

70%

平成30年度

55％

令和元年度

60%

令和２年度

66％

令和３年度

70％

加
入
割
合

毎年加入率が伸びています

近
年
の
台
風
や
大
雪
に
よ
り
、
多
く
の
施
設
園
芸
が
被
災

し
た
こ
と
を
受
け
、
農
林
水
産
省
が「
災
害
に
強
い
施
設
園
芸

づ
く
り
月
間
」を
定
め
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
重
点
的
に

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

●
台
風
11
号
（
９
月
６
日
）

　

支
払
共
済
金

　
　

68
棟　

３
，０
３
４
，２
２
１
円

●
台
風
14
号
（
９
月
19
日
）

　

支
払
共
済
金

　
　

72
棟　

５
，０
９
８
，６
３
０
円
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収穫
共済課

全
相
殺
方
式
は
最
高
で
９
割
補
償
！

帳
簿
全
相
殺
方
式
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

令
和
４
年
は
、
５
月
か
ら
７
月
の
水
不
足
に

始
ま
り
、
台
風
11
号
、
14
号
の
接
近
・
上
陸
な

ど
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。

も
し
も
の
災
害
に
備
え
、
半
相
殺
方
式
に
ご

加
入
の
方
は
、
補
償
の
高
い
全
相
殺
方
式
に
切

り
替
え
ま
し
ょ
う
！

帳
簿
全
相
殺
方
式
と
は
？

白
色
申
告
の
帳
簿
等
を
用
い
て
引
受
か
ら
損

害
評
価
ま
で
を
行
う
方
式
で
す
。

最
高
で
９
割
補
償
ま
で
選
択
で
き
、
ど
な
た

で
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

全
相
殺
方
式
は
立
札
が
不
要
で
現
地
調
査
が

簡
潔
な
た
め
、
刈
取
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響

し
ま
せ
ん
。

・
最
高
で
平
年
の
９
割
ま
で
補
償
！

・
ご
自
身
の
帳
簿
で
収
穫
量
を
査
定
！

・�

刈
取
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
し

な
い
！

補
償
の
基
礎
と
な
る
平
年
の
収
穫
量
を
設
定

す
る
た
め
、
次
の
２
種
類
の
書
類
が
必
要
で
す
。

平
年
の
収
穫
量
は
、
直
近
５
年
の
資
料
を
基
に
設
定
し
ま
す
。

令
和
５
年
産
か
ら
帳
簿
全
相
殺
方
式
へ
加
入
さ
れ
る
方
は
、
平

成
30
年
分
～
令
和
４
年
分
の
①
②
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

書
類
が
な
い
年
に
つ
い
て
は
県
の
統
計
単
収
を
、
該
当
す
る
年

の
単
収
と
し
て
補
完
し
ま
す
。

損
害
評
価
の
際
は
令
和
５
年
分
の
①
②
の
書
類
等
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
、
共
済
金
の
算
定
を
行
い
ま
す
。

帳
簿
全
相
殺
方
式
で
必
要
な
書
類

●�

そ
の
年
の
収
穫
量
が
２
４
０
ｋｇ

（
平
年
の
50
％
）
で
あ
っ
た
場
合

�

掛
金
の
目
安（
10
ａ
あ
た
り
）

と
共
済
金
支
払
い
例

�

●�

平
年
の
収
穫
量
が
４
８
０
ｋｇ
、
９

割
補
償
、
最
高
補
償
単
価
を
ご
選

択
の
場
合

※�　

10
ａ
あ
た
り
掛
金
の
目
安
は
新
規
ご
加

入
時
の
料
率
で
計
算
し
て
お
り
、
あ
く
ま

で
目
安
と
な
り
ま
す
。

※�　
実
際
の
掛
金
は
毎
年
農
家
ご
と
で
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
右
記
掛
金
と
は
別
に
賦

課
金（
事
務
費
）が
か
か
り
ま
す
。

85,104円
補償額

885円
掛金の目安

補償する
金額例

37,824円
共済金

翌年５月下旬
支払時期

共済金の
支払例

②�

米
の
収
穫
量
を

記
録
し
た
帳
簿

（様式の指定はありません）

ポ
イ
ン
ト

①
収
支
内
訳
書
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全
相
殺
方
式
へ
切
り
替
え
る
に
は
？

新
年
度
の
『
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
及
び
営
農
計
画
書 

兼 

水
稲

共
済
申
込
書 

兼 

変
更
届
出
書
』の「
農
業
保
険
」の
欄
を
左
の
図
の

よ
う
に
訂
正
・
記
入
い
た
だ
く
と
、全
相
殺
方
式
へ
変
更
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
水
稲
共
済
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近

く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○ ○全相殺半相殺 8割 1位9割

「
農
業
保
険
」
欄
に
現
在
の
ご
加
入
内
容
が
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
印
字
の
右
側
の
枠
に
変
更
内
容
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

（
例
）�全
相
殺
方
式
の
９
割
補
償
に
変
更
の
場
合
は
、図
の
よ
う
に「
全

相
殺
」と「
９
割
」を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告

3

3

3

3

を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

NOSAI
からの
おすすめ

● �

最
大
65
万
円
の
控
除

●� 

家
族
へ
の
給
与
を
経
費
に
で
き
る

●� 

赤
字
の
繰
り
越
し
・
繰
り
戻
し
が
で
き
る

● �

収
入
保
険
に
加
入
で
き
る

※�

簡
易
簿
記
で
の
青

色
申
告
で
あ
れ
ば

白
色
申
告
の
記
帳

義
務
と
大
き
な
差

は
あ
り
ま
せ
ん
。

青色申告の
メリット

青
色
申
告
へ
変
更
す
る
と
、
よ
り
補
償
の
広
い
収
入
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

青
色
申
告
を
始
め
て
、
収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

収
入
保
険
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次ページへ

青
色
申
告
へ
の
変
更
方
法

『
青
色
申
告
承
認
申
請
書
』を
３
月
15
日
ま
で
に
税
務
署
に

提
出
す
る
こ
と
で
青
色
申
告
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

青色申告承認申請書

国税庁ホームページ

『青色申告承認申請書』のダウン
ロードおよび青色申告への変更手続き
については国税庁ホームページをご覧
ください。
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農林水産省/収入保険
PRキャラクター

「しゅうほちゃん」

収入
保険班

収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
　

よ
り
安
定
し
た
農
業
経
営
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

個
人
で
経
営
さ
れ
て
い
る
農
業
者
お
よ
び

事
業
年
度
開
始
月
が
１
月
の
法
人
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
決
算
の
事
務
・
準
備
に
取
り
掛

か
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
の
営
農
活
動
を
振
り
返
り
、
次

の
よ
う
な
こ
と
は
無
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

●�

台
風
等
の
影
響
で
品
質
低
下（
規
格

落
ち
）し
て
収
入
減
と
な
っ
た
。

●�

稲
刈
り
後
に
平
年
並
み
の
収
量
が
確
保

で
き
て
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。

●�

米
価
下
落
で
収
入
減
と
な
っ
た
。

●�

体
調
不
良
で
入
院
・
通
院
加
療
と
な
り

十
分
な
農
作
業
が
で
き
ず
、
減
収
し
た
。

収
入
保
険
へ
の
加
入
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

要
因
に
よ
る
収
入
減
は
す
べ
て
補
償
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
申
請

保
険
金
等
の
支
払
い

が
見
込
ま
れ
る
場
合

保
険
料
・

積
立
金
の
納
付

保
険
金
・

特
約
補
て
ん
金
の

請
求
・
支
払

●
加
入
申
請
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
加
入
申
請
も
で
き
ま
す
。

　
・ �

自
動
継
続
特
約
付
加
に
よ
り
更
新
忘
れ
が
な
く

な
り
ま
す
。

●�

保
険
金
等
見
積
額
を
青
色
申
告
決
算
書
に
記
載
し

て
、
確
定
申
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

●
保
険
料
・
積
立
金
を
口
座
振
替
し
ま
す
。

　
※
分
割
で
の
お
支
払
い
も
で
き
ま
す
。

●�
令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
後
、
組
合
へ
の
確
定
申

告
書
等
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
保
険
金
・
特
約
補

て
ん
金
の
請
求
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

●�

承
認
後
、
保
険
金
・
特
約
補
て
ん
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

　
●�

気
象
災
害
等
で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
組
合
へ
事
故
の
発
生
状
況
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
※
電
話
連
絡
１
つ
で
事
故
報
告
可
能
）

　
　
※
つ
な
ぎ
融
資
の
希
望
が
あ
る
場
合
、併
せ
て
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
●
作
付
品
目
の
変
更
は
、
営
農
計
画
変
更
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。（
随
時
）

　
●�
自
動
継
続
特
約
を
付
し
た
加
入
者
は
、
変
更
が
な
い
か
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

確定申告後 確定申告前 １月～12月 12月末

令和６年 令和５年 令和４年

保険期間

令
和
５
年
を
保
険
期
間
と
す
る
収
入
保
険
の
手
続
き
の
流
れ

※
必
要
書
類
の
作
成
事
務
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
可
能
な
限
り
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

～11月末

事
業
年
度
が
１
月
開
始
の
農
業
者
の
場
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〈
イ
メ
ー
ジ
〉

収
入
保
険
は
青
色

申
告
を
行
って
い
る
こ
と

が
加
入
要
件
と
な
り
ま

す
。白

色
申
告
を
行
っ
て

い
る
方
で
収
入
保
険
へ

加
入
を
希
望
さ
れ
る�

方
は
、『
所
得
税
の
青
色

申
告
承
認
申
請
書
』を

令
和
５
年
３
月
15
日

ま
で
に
税
務
署
へ
提
出

す
る
と
、
令
和
７
年

か
ら
収
入
保
険
に
加
入

で
き
ま
す
。

『
所
得
税
の
青
色
申

告
承
認
申
請
書
』の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
お
よ
び
青

色
申
告
へ
の
変
更
手
続

き
の
方
法
は
、
収
穫

共
済
課
の
ペ
ー
ジ
（
４

ペ
ー
ジ
）
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。
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自宅で各種申し込みが可能です !
インターネット申請で、ご自身の都合の良い時間に各種手続きができます。
※�農林水産省・共通申請サービスでのＩＤ取得が前提となります。
ご希望の場合は、お近くのNOSAIへご連絡ください。
NOSAI職員が可能な限りサポートします。

収入保険加入者の声

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
講
習
会
で
収
入
保
険
を
知
り
、
加
入
の

た
め
に
青
色
申
告
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

申
告
は
、
日
々
の
入
力
さ
え
し
て
お
け
ば
誰
で
も
簡
単

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
そ
の
他
手
続
き
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
え
る
た
め
、
と
て
も
便
利
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

経
営
は
こ
れ
ま
で
順
調
で
し
た
が
、
２
０
２
１
年
に
市

場
価
格
の
低
下
で
大
き
な
減
収
と
な
り
、
収
入
保
険
の
つ

な
ぎ
融
資
を
申
請
し
ま
し
た
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事

態
に
廃
業
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
、
つ
な
ぎ
融
資
の
お
か
げ

で
乗
り
切
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

リ
ス
ク
は
必
ず
存
在
す
る
の
で
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

収
入
保
険
が
つ
な
い
で
く
れ
た
農
業
経
営

山
口
市　

岡お
か

本も
と 

佳よ
し

之ゆ
き

さ
ん
（
59
歳
）

　
　
　
　
　
【
経
営
規
模
】
ハ
ウ
ス
６
棟 

19
㌃

　
　
　
　
　
【
経
営
作
物
】
ピ
ー
マ
ン

収
入
保
険
に
加
入

し
て
、
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。
既
存

の
制
度
で
は
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
は
補
償
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
保
険
が
で
き
て

助
か
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
は
、

ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ
の

大
量
発
生
と
夏
の
高

温
障
害
に
よ
っ
て
、

作
付
け
し
た
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
の
約
８
割
が

商
品
と
な
ら
ず
、
収

入
が
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
。
研
修
に
参
加
し
専
門
家
に
対
策
な
ど
を
聞
い
て

勉
強
し
て
い
ま
す
が
、
年
々
、
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ
の
耐
性

が
で
き
て
き
て
、
従
来
の
薬
剤
防
除
で
は
対
応
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え

る
た
め
に
も
、
保
険
へ
の
加
入
は
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
あ
わ
せ
て
園
芸
施
設
共
済
に
も
加
入
し
て
い

ま
す
。

虫
害
に
よ
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
被
害
を
補
填

萩
市　

長な
が

嶺み
ね　

淳
ひ
ろ
しさ

ん
（
76
歳
）

　
　
　

   【
経
営
規
模
】
ハ
ウ
ス
14
棟 

22
㌃

　
　
　

   【
経
営
作
物
】
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
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家畜課

家
畜
共
済
金

支
払
い
状
況
の
お
知
ら
せ

今
回
は
、
令
和
３
年
度
に
お
支
払
い
し
た
家
畜
共
済
金
の
中
で
、

支
払
金
額
の
多
か
っ
た
病
傷
名
上
位
５
位
に
つ
い
て
成
牛
と
子
牛
等

に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

死亡廃用共済
※死亡や廃用となった家畜を補償します。

支払内容 
850頭    168,810,128円

死亡廃用共済については、成牛の牛伝染性リンパ腫による死廃事故が年々多く発生
しています。また、子牛については、死産（その他の胎子異常）が多く発生しています。

搾乳牛＊１、育成乳牛＊２� 単位：円

病傷名 金　額
牛伝染性リンパ腫（旧牛白血病） 5,248,070
心不全　その他 5,063,545
腸閉塞 2,203,871
股関節脱臼 1,458,614
産褥熱 1,426,214

繁殖用雌牛＊3、育成・肥育牛＊4� 単位：円

病傷名 金　額
心不全　その他 15,846,942
肺炎　細菌性 8,700,002
急性鼓脹症 8,247,128
腸炎　感染性 7,049,778
牛伝染性リンパ腫（旧牛白血病） 5,261,000

育成乳牛（子牛＊5、胎児＊6 ）� 単位：円

病傷名 金　額
その他の胎子異常 785,765
新生子呼吸障害 66,800
心不全　その他 43,400
新生子体温調節障害 36,793
第四胃炎　感染性 35,200

育成・肥育牛（子牛、胎児）� 単位：円

病傷名 金　額
その他の胎子異常 21,116,105
子牛虚弱症候群 8,802,365
腸炎　感染性 6,135,623
心不全　その他 5,454,010
急性鼓脹症 2,468,850

疾病傷害共済
※病気やけがの診療費を補償します。

支払内容 
11,490件    138,241,541円

疾病傷害共済については、とりわけ、子牛の肺炎、腸炎が多く発生しています。

乳用牛（成牛＊7 ）� 単位：円

病傷名 金　額
急性乳房炎　その他の細菌　 3,244,709
鈍性発情 3,105,447
産褥熱 2,821,200
第四胃左方変位 2,378,592
ケトーシス　原発性 2,262,555

肉用牛（成牛）� 単位：円

病傷名 金　額
肺炎　細菌性 14,407,796
鈍性発情 13,254,090
腸炎　感染性 4,521,748
第一胃食滞 2,943,991
卵胞嚢腫 2,148,561

乳用牛（子牛）� 単位：円

病傷名 金　額
肺炎　細菌性 538,695
腸炎　感染性 317,160
子牛虚弱症候群 77,256
肺炎　その他 59,472
腹壁ヘルニア 51,570

肉用牛（子牛）� 単位：円

病傷名 金　額
腸炎　感染性 11,228,301
肺炎　細菌性 9,914,427
肺炎　その他 2,284,677
コクシジウム病 1,526,696
子牛虚弱症候群 1,364,940

畜舎の清掃、換気及び消毒を行って、
畜舎内を清潔に保ちましょう　
（注）	＊１．搾乳牛とは、満24月齢以上の乳牛の雌であって搾乳の用に供されるものです。
	 ＊２．育成乳牛とは、満24月齢未満の乳牛の雌です。
	 ＊３．繁殖用雌牛とは、満24月齢以上の肉用牛の雌であって繁殖の用に供されるものです。
	 ＊４．育成・肥育牛とは、搾乳牛、繁殖用雌牛、育成乳牛及び種雄牛以外の牛です。
	 ＊５．子牛とは、成牛以外の牛です。
	 ＊６．胎児とは、授精又は受精卵移植の日から起算して240日に達したものです。
	 ＊７．成牛とは、出生後第５月の月の末日を経過した牛です。

令和４年度入職の
職員５名の日々の業務の
様子を紹介します。

・NOSAIに入って一言
・好きなおにぎりの具
を聞いてみました。

たくさんの経験をつんで
これからも頑張ります！

毎日、先輩方の温
かい指導を受けな

がら、仕事

に励んでいます。
農家の方々に寄り

添えるよう

早く一人前の職員
になりたいです。

東部支所  一般事務
　山
やま

平
ひら

 光
こう

一
いち

ツナマヨ

建物の外周を
測定

やっと半年なのか、まだ半年なのか…
頼もしい先輩獣医師と温かく見守ってくださる
農家の皆さんに支えていただきながら充実した
日々を送ることができています。

西部家畜診療所  獣医師　近
こん

藤
どう

 浩
こう

生
せい

明太マ
ヨ

牛の体温を
測定

就職するまで農業や農業保険についてほとんど知らなかったので、毎日が新鮮で学びの連続です！

西部支所  一般事務　矢
や

儀
ぎ

 友
ゆう

奈
な

昆 布

梨の生育調査

職場の雰囲気が良いと感じています。診療が忙しいこともありますが、先輩方に助けていただきながら頑張っています。

北部家畜診療所  獣医師　冨
とみ

田
た

 耕
こう

作
さく

南高梅

牛の便を検
査

今まで農業に関わ
ることがあまりな

かったので、

毎日が新しい発見
ばかりです。早く

仕事を覚えて、

農家さんに信頼し
てもらえる職員に

なりたいです。

北部支所  一般事務
　高
たか

尾
お

 美
み

帆
ほ

鮭

広報取材
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令和４年度入職の
職員５名の日々の業務の
様子を紹介します。

・NOSAIに入って一言
・好きなおにぎりの具
を聞いてみました。

たくさんの経験をつんで
これからも頑張ります！

毎日、先輩方の温
かい指導を受けな

がら、仕事

に励んでいます。
農家の方々に寄り

添えるよう

早く一人前の職員
になりたいです。

東部支所  一般事務
　山
やま

平
ひら

 光
こう

一
いち

ツナマヨ

建物の外周を
測定

やっと半年なのか、まだ半年なのか…
頼もしい先輩獣医師と温かく見守ってくださる
農家の皆さんに支えていただきながら充実した
日々を送ることができています。

西部家畜診療所  獣医師　近
こん

藤
どう

 浩
こう

生
せい

明太マ
ヨ

牛の体温を
測定

就職するまで農業や農業保険についてほとんど知らなかったので、毎日が新鮮で学びの連続です！

西部支所  一般事務　矢
や

儀
ぎ

 友
ゆう

奈
な

昆 布

梨の生育調査

職場の雰囲気が良いと感じています。診療が忙しいこともありますが、先輩方に助けていただきながら頑張っています。

北部家畜診療所  獣医師　冨
とみ

田
た

 耕
こう

作
さく

南高梅

牛の便を検
査

今まで農業に関わ
ることがあまりな

かったので、

毎日が新しい発見
ばかりです。早く

仕事を覚えて、

農家さんに信頼し
てもらえる職員に

なりたいです。

北部支所  一般事務
　高
たか

尾
お

 美
み

帆
ほ

鮭

広報取材

    やまぐち  第32号8



みんな ひろばのみんな ひろばの
東
部
支
所

ハ
チ
ミ
ツ
で
岩
国
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

１
９
８
９
年
か
ら
続
く
有
限
会

社
ビ
庵
を
営
む
大
迫
さ
ん
夫
妻
。

夫
の
亮
介
さ
ん
は
、
明
治
時
代

か
ら
続
く
養
蜂
業
を
３
代
目
と
し

て
継
承
し
、
妻
の
繭
美
さ
ん
と
「
は

ち
み
つ
食
を
考
え
る
お
店　

ビ
庵
」

で
ハ
チ
ミ
ツ
の
商
品
を
提
供
す
る
。

酒
ど
こ
ろ
と
し
て
有
名
な
同
市

で
は
、
２
０
年
よ
り
岩
国
の
特
産
品

を
使
っ
た
日
本
酒
に
合
う
お
つ
ま
み

を
「
つ
ま
ん
で
ち
ょ
ん
ま
げ
」
と
い

う
商
品
で
シ
リ
ー
ズ
化
し
販
売
。

２
２
年
10
月
、
同
店
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
調
味
料
「
ク
ッ
キ
ン
グ
ハ

ニ
ー
」
を
使
用
し
た
「
高
森
鶏
と

根
菜
た
っ
ぷ
り
の
キ
ー
マ
カ

レ
ー
」
が
シ
リ
ー
ズ
に
新
た
に

加
わ
っ
た
。

「
ク
ッ
キ
ン
グ
ハ
ニ
ー
に
は
、

お
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
甘
さ
は
あ
り
ま
す

が
、カ
ロ
リ
ー
は
控
え
め
で
す
。

ま
た
、
カ
レ
ー
自
体
も
香
辛
料

の
香
り
は
豊
か
で
す
が
、
ハ
チ

ミ
ツ
を
生
か
し
て
辛
み
は
抑
え

て
い
る
た
め
、
子
ど
も
で
も
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
」
と
亮

介
さ
ん
。

カ
レ
ー
の
隠
し
味
に
は
、
由
宇

町
産
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
を
使
用
。

そ
の
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
の
畑
に
、

今
年
か
ら
蜂
の
巣
箱
を
設
置
し
て

採
蜜
し
、「
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
ハ

ニ
ー
」
と
し
て
販
売
。
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
る
。

大
迫
さ
ん
夫
妻
は
、「
今
後
も
ハ

チ
ミ
ツ
を
使
っ
た
新
商
品
の
開
発

を
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見

せ
る
。

は
ち
み
つ
食
を
考
え
る
お
店 

ビ
庵

U
R

L https://bee-an.com

中
部
支
所

一
人
前
の
米
作
り
を
目
指
し
て

「
先
輩
方

に
追
い
つ
け

る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
、

西
高
泊
干
拓

で
水
稲
を
栽

培
す
る
藤
井

さ
ん
。

藤
井
さ
ん

は
、
宇
部
の

化
学
メ
ー

カ
ー
に
勤
務

し
て
い
た
が
、

５
年
前
に
高
齢
の
父
に
代
わ
り
、

農
業
を
引
き
継
い
だ
。「
機
械
は
会

社
員
時
代
に
操
作
し
た
経
験
が
あ

り
ま
し
た
が
、
栽
培
管
理
の
経
験

は
な
く
、
就
農
１
年
目
は
ド
タ
バ

タ
で
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
」
と
藤

井
さ
ん
。

「
２
２
年
は
、
空
梅
雨
で
水
不
足

が
続
き
、
田
全
体
に
水
が
行
き
渡

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

代
掻
き
が
均
平
に
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
米
作
り
は
、
ま
だ
ま
だ
課

題
が
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
話
す
。

「
次
は
、
除
草
剤
散
布
時
期
や
余

裕
を
持
っ
て
10
㌶
の
田
の
代
か
き

作
業
が
で
き
る
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
み
、
米
作
り
に
挑
み
た
い
」

と
意
気
込
む
。

藤
井
さ
ん
の
作
る
「
ミ
ヤ
タ
マ

モ
チ
」
は
、
同
市
に
あ
る
酒
造
会

社
が
醸
造
す
る
日
本
酒
「
高
泊
」
の

原
材
料
と
し
て
使
用
。
も
ち
米
特

有
の
ま
ろ
や
か
な
う
ま
み
が
あ
り
、

や
わ
ら
か
で
上
品
な
味
の
お
酒
と

い
う
。

「
こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
に
教
わ
り

な
が
ら
米
作
り
に
励
み
、
早
く
一

人
前
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、
新

た
な
作
物
へ
の
挑
戦
も
今
後
は
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

岩国市周東町

大
おお

迫
さこ

 亮
りょう

介
すけ

さん（52歳）・繭
まゆ

美
み

さん（55歳）

山陽小野田市西高泊　藤
ふじ

井
い

　豊
ゆたか

さん（58歳）
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ストレリチア

みなさまからのみなさまからの
話題がいっぱい！話題がいっぱい！

西
部
支
所

本
州
最
西
端
の
地
で
次
代
見
据
え
て

「
ふ
る
さ
と
の
風
土
に
適
し
た
、

持
続
可
能
な
農
業
モ
デ
ル
を
確
立

し
た
い
」。

安
成
さ
ん
の
両
親
は
、
神
事
に

使
わ
れ
る
榊
や
、
華
道
に
用
い
る

花
卉
（
か
き
）
を
栽
培
。
父
が
亡
く

な
っ
た
後
、
５
年
前
か
ら
ふ
る
さ

と
に
戻
り
、
経
営
を
受
け
継
ぎ
、

母
（
敦
子
さ
ん
）
と
２
人
で
営
農
し

て
い
る
。

本
州
の
最
西
端
に
あ
た
る
吉
母

の
地
は
温
暖
で
、
霜
が
ほ
と
ん
ど

降
り
ず
、
降
水
量
が
少
な
い
の
が

特
徴
。
通
常
は
園
芸
施
設
が
必
要

な
品
種
も
露
地
栽
培
が
可
能
な
ほ

か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

や
南
ア
フ
リ
カ
原
産
の

品
種
の
栽
培
に
も
適
し

て
い
る
と
い
う
。

「
先
々
を
見
据
え
て
、

新
品
種
の
栽
培
に
も
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
花
卉

の
需
要
の
変
化
や
、
自

分
が
高
齢
に
な
っ
て
も

栽
培
し
て
い
け
る
か
、

ま
た
土
地
の
気
候
風
土

に
適
し
て
い
る
か
を
考

え
、
品
種
を
選
定
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
ミ
モ
ザ
、
ユ
ー

カ
リ
、
ロ
ー
ズ
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
、
プ

ロ
テ
ア
な
ど
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」
と
安
成
さ
ん
。

「
時
代
に
応
じ
た
工
夫
、
知
恵
を

重
ね
て
、
ふ
る
さ
と
に
残
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
せ
で
す
」
と
思
い

を
語
る
。

下関市吉
よし

母
も

安
やす

成
なり

 稔
とし

実
み

さん（59歳）・敦
あつ

子
こ

さん（82歳）

北
部
支
所

放
牧
場
で
、牛
は
イ
キ
イ
キ
！
仕
事
は
ラ
ク
ラ
ク
！

牛
の
社
会
も
、
リ
ー
ダ
ー
が
い

る
こ
と
で
安
心
が
保
た
れ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
語
る
の
は
、

長
岡
さ
ん
。

「
放
牧
す
る
こ
と
で
集
団
が
形
成

さ
れ
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。

放
牧
場
に
入
る
時
も
出
る
時
も

リ
ー
ダ
ー
が
先
頭
。他
の
牛
は
ち
ゃ

ん
と
待
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

晴
れ
の
日
は
、
放
牧
場
に
毎
朝

牛
を
出
す
。「
牛
は
、
走
り
回
っ
た

り
、
景
色
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
散
歩
し
た
り
、
草
む
ら
に
寝
そ

べ
っ
た
り
自
由
に
過
ご
し
ま
す
。

以
前
に
比
べ
、
落
ち
着
き

が
全
然
違
い
ま
す
」
と
長

岡
さ
ん
。

運
動
す
る
こ
と
で
、
食

欲
も
増
し
、
毛
並
み
も
良

く
な
っ
た
。
ま
た
、
自
由

に
動
け
る
た
め
発
情
も
分

か
り
や
す
い
と
い
う
。

放
牧
場
は
、
長
岡
さ
ん

の
手
造
り
。
柵
の
材
料
は
、

全
て
自
分
の
山
か
ら
切
り

出
し
た
。
牛
の
体
重
に
負

け
な
い
よ
う
、
支
柱
に
は

40
本
以
上
の
栗
の
木
を
使

用
す
る
。「
森
林
組
合
で
の
経
験
が

あ
る
か
ら
、
な
ん
と
か
一
人
で
出

来
ま
し
た
。
大
変
で
し
た
が
、
床

替
え
（
牛
舎
の
床
に
敷
い
て
あ
る

敷
料
を
替
え
る
作
業
）
の
回
数
も

減
り
、
作
業
が
楽
に
な
り
ま
し
た
」

と
長
岡
さ
ん
。

柵
の
前
に
立
ち
、
集
ま
っ
て
頭

を
こ
す
り
つ
け
て
く
る
牛
を
見
な

が
ら
、
長
岡
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

「
牛
は
、
人
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
が
合
わ
せ
て

や
れ
ば
、
彼
ら
は
応
え
て
く
れ
ま

す
」。

萩市江崎　長
なが

岡
おか

 勝
かつ

則
のり

さん（68歳）
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は
が
き
紹
介

は
が
き
紹
介

●
２
０
２
２
年
の
天
候
不
順
で
作

物
が
生
育
出
来
な
い
可
能
性
有
。

収
入
保
険
に
お
世
話
に
な
る
可
能

性
大
。	

光
市　

Ｓ
さ
ん

●
い
つ
も
貴
重
な
情
報
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
夏
ト
ラ

ク
タ
ー
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
出
し

ま
し
た
。
20
年
以
上
も
当
た
り
前

の
よ
う
に
酷
使
し
て
き
た
の
で
、

こ
こ
ら
で
い
た
わ
っ
て
や
ろ
う
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
ま
た
元
気
に
働
い
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	

山
口
市　

Ｗ
さ
ん

●
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は
積
極

的
に
農
業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
方
の
記
事
で
元
気
・
エ
ー
ル
を

頂
き
ま
す
。
つ
づ
け
て
下
さ
い
。

	

山
口
市　

Ｍ
さ
ん

●
現
在
、
地
元
の
山
口
を
離
れ
生

活
し
て
い
ま
す
が
こ
の
度
帰
省
し

て
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
！
読
者
と
の
対
話
を

通
じ
た
コ
ー
ナ
ー
も
読
み
応
え
の

あ
る
も
の
で
し
た

ク
イ
ズ
の
身

土
不
二
と
い
う
言
葉
も
初
め
て
聞

Ｑ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
事
業
内
容
が
わ
か
ら
な

い
と
言
う
人
あ
り

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
口
は
７
つ
（
農
作
物
共

済
、
家
畜
共
済
、
畑
作
物
共
済
、
果
樹

共
済
、
園
芸
施
設
共
済
、
建
物
共
済
、
農
機

具
共
済
）
の
損
失
を
補
て
ん
す
る
「
農
業
共

済
事
業
」
と
農
業
収
入
の
減
少
を
補
て
ん
す

る
「
収
入
保
険
事
業
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
青
色
申
告
と
白
色
申
告
の
相
違
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
青
色
申
告
を
行
っ
た
方
は
白
色
申
告
で

は
受
け
ら
れ
な
い
特
典
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
特
典
は
最
高
65
万
円
の
特
別

控
除
や
赤
字
の
繰
り
越
し
、
繰
り
戻
し
等
が

あ
り
ま
す
。
特
典
等
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
農
作
業
の
事
故
の
補
償
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

で
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
農
機
具
共
済
で
は
衝
突
・
接
触
や
転
覆
・

墜
落
な
ど
の
事
故
に
よ
っ
て
被
っ
た
農

機
具
の
損
害
を
補
償
い
た
し
ま
す
。
傷
害
保

険
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
の
補
償
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
で
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
農

機
具
共
済
の
特
約
で
傷
害
費
用
の
一
部
を
補

償
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
落
雷
に
よ
る
附
帯
設
備
（
エ
ア
コ
ン

等
）
の
損
害
は
火
災
保
険
で
補
償
さ
れ

る
様
で
す
が
、
経
過
年
数
は
関
係
す
る
の
で

す
か
？
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
も
設
備
で
Ｏ
Ｋ
と
な

り
ま
す
か
。

Ａ
附
属
設
備
は
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、

冷
暖
房
設
備
な
ど
が
あ
り
、
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
も
含
ま
れ
ま
す
。
落
雷
な
ど
の
共

済
事
故
に
該
当
す
れ
ば
経
過
年
数
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
連
絡
員
さ
ん
が
共
済
加
入
の
捺
印
を
も

ら
っ
て
歩
か
れ
ま
す
が
、
連
絡
員
さ
ん

は
１
年
又
は
２
年
で
交
替
さ
れ
ま
す
。
そ
う

す
る
と
い
つ
か
は
個
人
情
報
が
す
べ
て
わ
か

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
よ
う
な

考
え
で
す
か
。

Ａ
建
物
共
済
、農
機
具
共
済
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
連
絡
員
さ
ん
（
共
済
部
長
さ

ん
）
を
通
じ
て
毎
年
加
入
確
認
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
自
動
継
続
特
約
（
３

～
10
年
よ
り
選
択
し
て
い
た
だ
い
た
年
数
、

契
約
が
自
動
継
続
と
な
る
）
を
付
帯
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
毎
年
の
加
入
確
認
が
不
要

と
な
り
ま
す
。
選
択
年
数
を
経
過
し
た
後
も
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
郵
送
に
て
契
約
継
続
の
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
農
業
者
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
親
密
感
が
う

す
れ
た
気
が
し
ま
す
。
活
動
が
少
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
統
廃
合
に
よ
り
、
お
近
く
の
支
所
が
な

く
な
っ
た
こ
と
で
「
不
便
を
感
じ
て
い

る
」
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。
距
離

は
遠
く
て
も
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
目
指
し
て
、

職
員
一
同
、
努
め
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
ノ
ー
サ
イ
く
ん
の
好
き
な
食
べ
物
は

な
ん
で
す
か
？

Ａ
山
口
の
ノ
ー
サ
イ

く
ん
は
、
お
に
ぎ
り

と
牛
乳
が
大
好
き
で
す
。

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
！！	

東
京
都　

Ｈ
さ
ん

●
子
供
の
頃
乳
牛
を
飼
育
し
て
お

り
、
冬
期
の
餌
と
し
て
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
サ
イ
ロ
に
入
れ
て
や
っ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
記
事

を
よ
み
ま
し
た
。

	

下
関
市　

Ｋ
さ
ん

●
60
年
間
農
業
を
が
ん
ば
っ
て
き

ま
し
た
が
現
在
は
サ
ル
・
イ
ノ
シ

シ
被
害
が
ひ
ど
く
自
家
用
の
野
菜

も
買
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。

	

萩
市　

Ｏ
さ
ん

●
雷
が
落
ち
た
時
補
償
し
て
も
ら

え
て
助
か
っ
た
。
柳
井
に
支
所
が

な
く
て
不
便
。	

柳
井
市　

Ｎ
さ
ん

●
「
備
え
の
種
を
ま
こ
う
」
の
こ

と
ば
が
と
て
も
意
味
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
は
が
き
紹
介
を
読

む
の
が
楽
し
い
で
す
。
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

	

長
門
市　

Ｈ
さ
ん

●
山
か
ら
流
れ
出
し
た
ま
っ
さ
ら

の
水
で
米
作
り
し
て
ま
す
。
東
京

に
住
む
子
供
た
ち
や
孫
、
親
戚
に

送
り
ま
す
が
、
皆
、
伊
佐
の
米
は

お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

	

美
祢
市　

Ｆ
さ
ん

おたよりの質問にお答えします！

（青色申告制度）
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NOSAI
クイズ！

タテのカギ
 1．ノーサイくんは可愛い〇〇さんです。二番目の干支。
 2．行き道　⇔　〇〇〇〇〇。帰路。
 3．実るほど頭を垂れる〇〇〇かな。今年も被害なくたくさん実りますように。
 4．有名なのはウサギとカエルが相撲や宴会をする様子。日本最古の漫画と呼ば
れる国宝『鳥獣〇〇』

 6．従業員が食べる食事のこと。飲食店で働く時のお楽しみですね。
 8．僧侶（お坊さん）が着る衣装
 9．動物の頭部にある、神経系の中枢

ヨコのカギ
 2．会合して相談、議論すること。また、その集まり。寝ちゃダメ！
 5．北海道に生息する鳥。冬季の真っ白な体とつぶらな瞳が可愛らしく「雪の妖精」と呼ばれて愛されている
 7．百人一首より『秋の田の　〇〇〇の庵（いほ）の苫（とま）をあらみ　わが衣手（ころもで）は露にぬれつつ』
 8．毛の生えそろっている具合。動物たちのを整えてあげるときっと喜びます。
10．最も長いこと。〇〇記録更新！

正解された方の中から抽選で10名に
QUOカード2,000円分をプレゼント！

【問題】アルファベットを順に並べてください。

A B C D E

謡曲（能） 『竹生島』 （ちくぶしま） の一節を意匠化されたといわれる縁起
物の図柄。皆様の日常の様々な困難も身軽に飛び越え飛躍の年となります
ように。

前回のクイズの答え：シンドフジ（身土不二）　　たくさんのご応募ありがとうございました。

応募方法
郵便はがき、メールでご応募ください。
締切：2023年1月20日（金）
メールの場合：kikaku@ymgc-nosai.or.jp

　当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。
　応募はがきにご記入いただいた個人情報は、商品の発送、お便りの紹介のために使用
させていただきます。
　また、広報の取材活動においてお問合せさせていただく場合がございます。

①NOSAIクイズ!の答え
②郵便番号と住所
③氏名（ふりがな）
④年齢＊　
⑤NOSAIへの質問
⑥その他、ご意見・ご要望
等ご自由にお書きくだ
さい。
＊年齢については、差し支え
なければご記入ください。

63 7 5 4-0 0 4 2
山
口
市
小
郡
長
谷
一
丁
目
３
番
３
号
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ク
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お知らせ
●現金納入が廃止となります
NOSAIでは、現金取り扱いによるトラブルなどを未然に
防止するため、全ての共済掛金等は現金納入から口座振替
への移行をお願いしております。
つきましては、令和５年を移行期間とし、令和６年から
現金の取り扱いは、原則廃止致します。
口座振替のお申込み手続きなどは、最寄りの支所へご連
絡ください。

●獣医師随時募集のお知らせ
【募集受付中の職種および職務の概要】
　�獣医師
　（農業保険法に基づく家畜診療業務および農業保険業務）

【応募締切】
　採用予定人数内定まで随時受付
詳しくは、組合ホームページをご確認ください。

●「保管中農産物補償共済」について
近年頻発している倉庫の浸水被害や盗難など、収穫後の
事故や運送中の事故を補償する「保管中農産物補償共済」の
加入をお勧めします。
農作物共済、畑作物共済及び果樹共済に加入している農
産物で、倉庫等の建物に保管されている農産物及び運送中
の農産物が加入対象となります。

●農業共済新聞
「農家に学び、農家に返す」
農業共済新聞は、農家を対
象とした営農や暮らしに役立
つ“農業総合情報紙”です。
月４回、毎週水曜日発行
年間購読料 5,520円（送料込）

「２か月間無料」の試し読みキャンペーンを
実施中！！ご希望の方は、お近くのNOSAIまで
お問い合わせください。
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広島支局
広島県農業共済組合
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問い合わせ先

収入保険の情報は
ＮＯＳＡＩ全国連
公式サイトへ

Ｉ
職
員
に
現
地
に
何
度
も
来
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

収
入
保
険
は
税
務
申
告
の
書
類

を
提
出
す
れ
ば
保
険
金
が
計
算

さ
れ
、
支
払
い
が
早
い
の
で
助

か
り
ま
す
。

　

実
際
に
保
険
金
を
も
ら
っ
た

と
き
は
「
こ
ん
な
に
も
ら
え

た
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
妻

は
「
収
入
保
険
に
と
て
も
救
わ

れ
た
。
加
入
し
て
い
る
こ
と
で

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
順
調
に
栽
培
で
き
て

い
ま
す
。
収
入
保
険
に
加
入
し

な
が
ら
、
こ
の
調
子
で
頑
張
り

ま
す
。

　

▽
水
稲
２
４
４
㌃
、
ナ
シ
60

㌃
　
　

（
広
島
支
局
・
小
林
直
）

収
入
金
額
の
９
割
補
償
と
理
解

は
し
て
い
ま
し
た
が
、
受
け
取

っ
た
と
き
に
は
「
こ
ん
な
に
補

償
し
て
も
ら
え
る
の
か
」
と
実

感
し
ま
し
た
ね
。

　

今
後
の
経
営
を
ど
う
す
る

か
、
母
か
ら
世
代
交
代
し
た
先

の
こ
と
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

こ
の
地
に
根
差
し
、
喜
ん
で
継

承
し
て
も
ら
え
て
、
持
続
可
能

な
農
業
モ
デ
ル
を
打
ち
立
て
る

の
が
目
標
で
す
。

　

農
業
経
営
を
続
け
て
い
く
上

で
、
収
入
を
安
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
収
入
保
険
は
、
と
て
も

心
強
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

▽
花
木
（
ミ
モ
ザ
、
ギ
ボ
ウ

シ
、
サ
カ
キ
、
ツ
バ
キ
な
ど
）

30
種
類
＝
１
・
４
㌶

　
　
　

（
山
口
支
局
・
野
村
）

る
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
も
し
コ
ロ
ナ
禍
で
は
な
か

っ
た
ら
実
際
の
収
益
は
現
在
に

比
べ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

気
に
な
り
ま
す
ね
。
燃
油
高
騰

に
関
し
て
は
、
節
約
す
る
こ
と

で
対
策
し
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
は
良
い
制
度
で
す

が
、
農
業
収
入
全
体
で
の
補
償

よ
り
も
作
物
ご
と
で
の
収
入
で

補
償
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
。
ま
た
、
真
面

目
に
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
に
恩
恵
が
い
く
よ
う
な
保
険

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

▽
有
限
会
社
会
社
い
わ
み
農

産
代
表
取
締
役
社
長
▽
水
稲
約

23
㌶
、
ナ
シ
18
㌃
、
ソ
バ
約
３

㌶
　
　
　

（
鳥
取
支
局
・
長
本
）

加
保
険
料
が
新
規
加
入
で
４
５
０
０
円
、

継
続
加
入
で
２
２
０
０
円
割
り
引
き
に
な

り
ま
す
。
申
請
に
は
専
用
の
Ｉ
Ｄ
が
必
要

に
な
る
の
で
、
最
寄
り
の
農
業
共
済
組
合

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。

　

被
害
が
出
る
と
、
果
樹
共
済

の
場
合
は
評
価
員
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

始
ま
っ
て
す
ぐ
に
加
入
を
決
め

ま
し
た
ね
。
今
ま
で
は
価
格
が

下
が
る
と
「
従
業
員
の
給
料
や

資
材
代
金
は
払
え
る
の
か
」
と

胃
が
痛
く
な
る
日
々
で
し
た
。

加
入
し
て
か
ら
は
安
心
感
が
あ

り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
も
「
融

資
が
あ
る
」
と
思
う
と
気
持
ち

よ
く
働
け
ま
す
。

　

所
属
す
る
久
米
南
キ
ュ
ウ
リ

部
会
は
こ
こ
数
年
で
人
数
が
増

え
、
約
50
人
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
部
会
内
で
収
入
保
険
へ
の

加
入
を
積
極
的
に
勧
め
、
地
域

の
キ
ュ
ウ
リ
農
家
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

▽
キ
ュ
ウ
リ
（
露
地
50
㌃
、

ハ
ウ
ス
15
㌃
＝
４
棟
で
２

作
）
、
水
稲
90
㌃
、
ダ
イ
コ
ン

50
㌃

　
　
　

（
岡
山
支
局
・
横
部
）

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
減
収
や

規
模
拡
大
を
考
え
た
と
き
に
、

収
入
保
険
が
有
効
だ
と
思
い
加

入
を
決
め
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
盆
前
の
豪
雨
で
排

水
が
間
に
合
わ
ず
、
主
要
作
物

の
キ
ャ
ベ
ツ
の
根
が
傷
み
ま
し

た
。
玉
が
小
さ
く
な
っ
て
、
収

量
は
３
分
の
２
ま
で
下
が
り
ま

し
た
。
資
金
面
で
不
安
が
あ
り

ま
し
た
が
、
保
険
金
の
支
払
い

が
早
く
助
か
り
ま
し
た
。

　

継
続
手
続
き
な
ど
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
に

申
請
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し

た
い
で
す
ね
。

　

▽
キ
ャ
ベ
ツ
２
・
５
㌶
、
タ

マ
ネ
ギ
25
㌃
、
ニ
ン
ジ
ン
40
㌃

　
　
　

（
島
根
支
局
・
藤
井
）

ぎ
融
資
と
保
険
金
等
を
受
け
取

る
こ
と
で
、
経
営
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
基
準

計
画
が
見
通
せ
、
来
年
の
資
金

繰
り
が
で
き
安
心
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
燃
油
高
騰
に
よ

し
と
昨
年
の
霜
害
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
梨
園
の
集

客
不
足
で
保
険
金
を
受
け
取
り

中
で
は
、
秀
Ｍ
５
㌔
の
最
高
が

７
千
円
、
最
低
が
５
０
０
円
で

し
た
。
こ
こ
５
年
間
の
収
入

も
、
高
い
年
と
低
い
年
の
差
が

約
１
千
万
円
あ
り
、
収
量
と
品

質
の
水
準
を
保
っ
て
も
、
ど
う

し
よ
う
も
な
い
理
由
で
収
入
が

激
減
す
る
事
実
は
長
年
の
悩
み

の
種
で
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
収
入
保
険
が

に
努
め
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ

の
収
穫
に
は
波
が
あ
る
の
で
、

タ
マ
ネ
ギ
を
栽
培
す
る
な
ど
、

年
間
通
し
て
安
定
し
た
収
穫
や

収
入
を
得
る
た
め
の
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
水
田
だ
っ
た
土
地

を
利
用
す
る
た
め
、
思
う
よ
う

に
収
穫
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

小
は
、
大
き
な
痛
手
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
収
入
保
険
の
つ
な

資
材
費
や
農
薬
代
の
支
払
い
が

心
配
で
し
た
。
し
か
し
、
つ
な

ぎ
融
資
と
保
険
金
の
お
か
げ
で

　

収
入
保
険
へ
の
加
入
や
保
険
金
の
請
求

な
ど
の
手
続
き
が
、
２
０
２
２
年
か
ら
農

林
水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
す
る
と
、
付

　

15
年
前
、
退
職
を
機
に
水
稲

と
ナ
シ
の
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。

　

収
入
保
険
に
加
入
す
る
ま
で

は
、
水
稲
共
済
と
果
樹
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
を
通
し
て
収
入
保
険

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
果
樹
と

水
稲
ま
と
め
て
全
体
の
収
入
が

補
償
さ
れ
る
と
い
う
安
心
感
に

魅
力
を
感
じ
て
、
加
入
を
決
め

ま
し
た
。

　

水
稲
は
、
お
と
と
し
に
ウ
ン

カ
の
被
害
、
昨
年
は
水
害
に
遭

い
ま
し
た
。
ナ
シ
は
、
お
と
と

　

キ
ュ
ウ
リ
を
メ
イ
ン
に
栽
培

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
価
格
低

下
で
約
３
０
０
万
円
の
つ
な
ぎ

融
資
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

は
何
と
か
基
準
収
入
程
度
ま
で

収
入
が
増
え
ま
し
た
が
、
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。

　

キ
ュ
ウ
リ
は
市
場
価
格
の
乱

高
下
が
あ
り
、
非
常
に
不
安
定

で
す
。
私
が
今
ま
で
出
荷
し
た

　

就
農
し
て
６
年
目
に
な
り
、

キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心
に
ニ
ン
ジ
ン

や
タ
マ
ネ
ギ
を
、
水
田
だ
っ
た

土
地
を
利
用
す
る
水
田
園
芸
で

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
は
標
高
約
５
０
０
㍍
の

高
地
に
あ
り
、
近
隣
の
産
地
に

比
べ
て
涼
し
い
環
境
を
生
か
し

た
野
菜
の
保
存
方
法
や
省
力
化

　

神
事
に
使
わ
れ
る
サ
カ
キ
や

華
道
で
使
う
花か

卉き

を
両
親
が
栽

培
し
て
き
ま
し
た
。
父
の
亡
き

後
、
５
年
前
に
故
郷
へ
戻
っ
て

経
営
を
受
け
継
ぎ
、
母
（
敦あ

つ

子こ

さ
ん
＝
82
歳
）
と
２
人
で
花
木

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
頻
発
し
て
い
る
自
然
災

害
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
花
卉

類
の
需
要
は
多
様
で
変
動
し
や

す
い
と
い
う
こ
と
が
、
経
営
上

の
大
き
な
リ
ス
ク
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
一
昨
年
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
る
冠
婚
葬
祭
行
事
の
縮

　

い
ま
働
い
て
い
る
会
社
は
高

校
の
恩
師
に
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
は
非
農
家
で
し

た
が
、
岩
美
の
農
業
を
盛
り
上

げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

就
職
を
決
め
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
に
加
入
し
た
き
っ

か
け
は
、
農
業
経
営
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー

で
き
る
と
い
う
点
で
す
。
米
価

の
下
落
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な

ど
も
対
象
に
な
る
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。

　

経
営
の
不
安
要
素
と
し
て
、

昨
今
の
物
価
上
昇
で
来
年
度
の

責了 10月 ３週号 中国 版
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価格乱高下への備えに 早い支払いで不安解消

来
年
の
計
画
が
見
通
せ
る

災
難
続
き
で
も
救
わ
れ
た

経
営
継
続
に
心
強
い
保
険

岡山県久米南町 光
みつ

元
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一
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郎
ろう
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鳥
取
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美
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島
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田
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山
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り
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さ
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47
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70
）
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収
入
保
険

私
の
選
択

収
入
保
険

私
の
選
択

収
入
保
険

私
の
選
択

ネ
ッ
ト
申
請
で

付
加
保
険
料
を

割
り
引
き
ま
す
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山口県農業共済組合

旬の野菜クッキング
ゴボウ
ゴボウは、食物繊維が多いのが特徴です。シャキシャキした食感と独特の風味を
生かした、きんぴらやかき揚げが定番料理。アクが多く、切るとすぐに変色して
しまうため、酢水にさらして変色を防ぎます。

かんたんでおいしい

サクサクで手が止まらなくなる
あまからゴボウ

ゴボウ...... 1/2本（100ｇ）
片栗粉.........................適宜
白ごま.........................適量
みりん.................大さじ１

砂糖.....................大さじ１
醤油.....................大さじ１
鷹の爪（輪切り）......1/2本

材料（２人分）
ゴボウ... 1/2本（100ｇ）
ニンジン...............1/2本
ベーコン.................. ２枚
ニンニク.............. １かけ
鷹の爪...................... １本

顆粒コンソメ .... 小さじ1/4
白ワイン................大さじ３
ブラックペッパー........ 適量
粉チーズ....................... 適量
パセリ........................... 適量

材料（２人分）

①ゴボウは皮をこそげ落し、５cm幅の短冊切りにして、酢水
にさらしておきます。
②みりん、砂糖、醤油、鷹の爪を鍋で煮立たせておきます。
③ゴボウの水気を切り、片栗粉をまんべんなくまぶします。
④③を油でカラッと揚げ、②に入れます。
⑤調味料がゴボウ全体にからんだら、お皿に盛り付けます。
白ごまをふって完成。

作り方

いつものきんぴらを洋風にアレンジ
洋風きんぴらごぼう

①ゴボウ（酢水にさらす）、ニンジン、ベーコンを細切りにします。
②フライパンにオリーブオイルとニンニク、鷹の爪を入れて
中火にかけます。
③ベーコンを炒め、ゴボウ、ニンジンを加えて強火で炒めた
ら、顆粒コンソメ、白ワインを入れて混ぜながら炒めます。
④しんなりしてきたら、ブラックペッパー、オリーブオイルを
加えてひと混ぜ。粉チーズ、パセリをふって完成。

作り方

東部支所
（旧東部総合支所・田布施支所・周南支所エリア）
住所：岩国市周東町下久原484番地３
電話：0827-84-0041 FAX：0827-84-0053

北部支所
（旧阿東支所・阿武萩支所・阿北出張所エリア）
住所：萩市大字高佐下1982番地65
電話： 08388-8-5050 FAX：08388-８-5051

中部支所
（旧佐波支所・徳地出張所・吉山（本所）・厚狭地区支所エリア）
住所：山口市小郡長谷一丁目３番３号
電話：083-972-2340 FAX：083-972-3944

西部支所
（旧西部総合支所・長門支所・美祢支所エリア）
住所：下関市豊田町大字矢田271番地７
電話：083-250-6208 FAX：083-250-6209

本所
住所：山口市小郡長谷一丁目３番３号
電話：083-972-7500 FAX：083-972-1811 NOSAI山口ホームページ▶


